
うまいもの市
菊花展

できるだけ多くの方に参加してい
ただけるよう、事前PRの一環として
4回シリーズで掲載してきた「国民
文化祭」と「食の祭典」。開催日当日
まで1か月を切る中、町内各所では
祭りの機運を盛り上げるためのの
ぼり旗が立ち並び、各実行委員会を
主体にさまざまな取り組みが展開さ
れています。
広報紙で祭りの魅力をどこまでお
伝えすることができたか不安は残り
ますが、町民のみなさんの記憶に深
く刻み込まれ、そして京丹波町の歴
史を飾る出来事として語り継がれる
催しとなるよう祈念するとともに、編
集子として取材に精一杯励みます
ので写真撮影やインタビューなどへ
のご協力をよろしくお願いします。
（Ｋ）
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集
後
記

秋の丹波路を駆け抜ける
「2011京都丹波ロードレース」

を開催します

京丹波町の秋の一大イベントとして毎年開催している「京都丹波ロードレース」。
今回から新たに京丹波町体育協会が主催に参画し、より充実した内容で取り組みを進めています。

大会当日には約3,400人のランナーが集い、彩り豊かに紅葉した秋色の景色を眺めながら丹波路を駆け抜けますので、
コース沿からの声援などにご協力いただきますようお願いします。　

また、発着点である丹波自然運動公園では、来園されるみなさんに楽しんでいただけるよう
「うまいもの市」や「菊花展」などを開催します。

ご家族や友人などお誘い合わせご来園いただき、深まりゆく秋の気配を感じながら楽しいひとときをお過ごしください。

11月3日（祝・木） ※雨天決行 　
選手受付：午前8時30分～10時
スタート：《3km》午前10時20分    《5km》午前10時40分
 《10km》午前10時50分  《ハーフ》午前11時

京都府立丹波自然運動公園
京丹波町、船井郡陸上競技協会、京丹波町体育協会、　
京都府立丹波自然運動公園

発 着 点

開 催 時 間
開 催 場 所

主 催

日 時
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育
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」

決算特集

午前10時～午後2時
丹波自然運動公園中央広場

　「うまいもの市」では、地元で採れた農産物や特産
品をはじめ、秋の味覚が満喫できる旬の食材をふ
んだんに使った料理などを販売。
　「菊花展」は10月22日土～11月6日日までの期
間で開催し、菊で作った五重塔や菊愛好家が丹精
込めて育てたさまざまな種類の菊を展示します。
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10  京丹波の心を伝える

    「国民文化祭」と「食の祭典」の
    魅力を探る

13  素敵な出会いを演出し、パートナーづくりを支援する
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16 Dr’s Message いきいき健康術
17 　　KYOTAMBA TOWN NEWS 2011 
   子どもたちが楽しむ秋の恒例行事

―体育祭・運動会

和知小児童が陶器づくりに挑戦
―南丹美術工芸パートナースクール

実地研修で京丹波町の農業技術を学ぶ
―農商工連携等人材育成のための実地研修会

深刻化する獣害対策について学ぶ
―獣害対策講習会と彼岸花を見よう

自然を満喫する音楽イベント
―和音祭

友好町・双葉町を元気付けるために
―交流・支援団が避難所を訪問

百歳の長寿を祝う
―敬老祝賀訪問

20 秋の丹波路を駆け抜ける
   「2011京都丹波ロードレース」
   を開催します

9月15日、蒲生野中学校で行われた「体育祭」。全校生
徒が3組に分かれ、仲間たちとの友情や学年を超えた
絆を深めながら、各種目で熱い戦いを繰り広げまし
た。（関連記事を17ページに掲載）

今月の表紙
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歳
入
に
は
、町
税
な
ど
町
が
自
ら
の
力
で

調
達
で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）と
、国
や
府

か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
お
金（
依
存
財
源
）が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
フ
の

と
お
り
、自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の
二
三
・

　

歳
出
総
額
は
一
二
七
億
五
、八
八
七
万
円
で
、歳
入
か
ら
歳

出
と
平
成
二
十
三
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
費（
一
億
六
、二

三
八
万
円
）を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、六
億
八
、二
四

七
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、経
常
収
支
比
率
は
七
八
・
五
％
で
、前
年
度
に
比
べ

九
％
で
、残
り
七
六
・一
％
は
国
・
府
支
出
金（
負
担
・
補
助
・
委
託
金
）や
町
債（
借
入
金
）、

地
方
交
付
税
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
、収
入
額
が
十
六
億
九
、一
七
七
万
円
で
、年
度
内
に
収

入
で
き
な
か
っ
た
額
が
二
億
九
、七
二
九
万
円
、不
納
欠
損
額
が
八
四
五
万
円
。京
都
地
方

税
機
構
を
設
置
し
て
専
門
的
に
滞
納
整
理
業
務
を
し
た
こ
と
で
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い

ま
す
の
で
、今
後
も
税
負
担
の
公
平
性
確
保
に
向
け
て
滞
納
へ
の
厳
正
な
対
応
に
努
め
る

と
と
も
に
、法
令
に
基
づ
い
た
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

一
方
、財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、雇
用
対
策
・
地
域
資
源
活
用

臨
時
特
例
費
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
四
億
三
三
六
万
円
の
増
。国
・
府
支
出
金
も
六

億
一
、二
四
〇
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、交
付
金
な
ど
は
自
動
車
重
量
譲
与
税
の
エ
コ

カ
ー
減
税
の
影
響
な
ど
か
ら
四
、七
九
一
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
い
本
町
に
と
っ
て
は
歳
入
の
確
保
が
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、今
後
よ
り
一
層
、財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

 

四
・
四
ポ
イ
ン
ト
改
善
。地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標
は
、実
質
公
債
費
比
率
が
一
七
・
〇
％
、将
来

負
担
比
率
が
一
五
四
・
八
％
で
、い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
な
ど
、着
実
に
改
善
が
図
れ
ま
し

た
。（
詳
細
は
八
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
の
ほ
か
、町
債
残
高
は
一
五
一
億
五
五
七
万
円
で
、前
年
度
末
残
高
か
ら
一
億
九
、九
七
六
万
円
の
増
。

基
金（
貯
金
）残
高
は
三
十
六
億
二
、六
六
八
万
円
で
、前
年
度
末
残
高
か
ら
九
億
四
九
九
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。引
き
続
き
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
経
常
的
な
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、将
来
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、財
政
健
全
化
に
向
け
た
対
策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

二
十
二
年
度
歳
出
の
主
な
も
の
は
、財
政
調
整
基
金
積
立（
五
億
九
、二
〇
八
万
円
）、み
ず
ほ
保
育
所
建

設
費（
三
億
五
、二
五
二
万
円
）、瑞
穂
小
学
校
整
備
に
関
す
る
経
費（
六
億
四
、〇
一
六
万
円
）、瑞
穂
中
学

校
屋
内
運
動
場
改
築
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備（
三
億
三
一
〇
万
円
）、住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
金（
三
三
二
万
円
）、児
童
手
当
・
こ
ど
も
手
当
給
付
費（
二
億
二
、四
一
四
万
円
）、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
拡

張
整
備
費（
九
億
一
、五
一
八
万
円
）、中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金（
一
億
一
、三
八
五
万
円
）な
ど
で
、

費
目
別
に
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出
し
ま
し
た
。

【
経
常
収
支
比
率
】財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
。

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
す
る

経
費
に
対
し
て
、町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
毎
年
度
経

常
的
に
収
入
で
き
る
一
般
財
源
が
ど
の
程
度
使
わ
れ
た

か
を
表
す
比
率
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】公
債
費（
借
入
金
）に
よ
る
財
政

負
担
の
程
度
を
示
す
も
の
で
、起
債
制
限
比
率
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
公
営
企
業
の
公
債
費
へ
の
一
般
会
計
繰

出
金
な
ど
の
公
債
費
類
似
経
費
を
算
入
し
た
比
率
。

用
語
解
説

町税
12.4％
16億9,177万円

地方交付税
41.1％
55億8,628万円

国庫・府支出金
18.7％
25億4,230万円

町債
13.2％
17億9,040万円

その他
9.9％
13億4,668万円

総務費
18.1％
23億431万円

民生費
18.1％
23億319万円

農林水産業費
14.7％
18億6,930万円

衛生費
9.6％
12億2,625万円

使用料・手数料
1.6％

2億1,925万円

交付金など
3.1％

4億2,704万円

自主財源
依存財源

議会費
0.7％
8,536万円

土木費
7.9％
10億913万円

その他
0.8％

1億715万円

消防費
3.2％
4億1,099万円

教育費
12.8％
16億3,614万円

公債費
14.1％
18億705万円

歳入
136億
372万円

歳出
127億
5,887万円

監
査
委
員
の
決
算
審
査
を
経
て
、九
月
の
議
会
定
例
会
で
平
成

二
十
二
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。歳
出
決
算
額
は
、一
般
会
計
が
一
二
七
億
五
、八
八
七
万
円

（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、以
下
同
じ
）、特
別
会
計
が
七
十
三
億

一
、八
〇
九
万
円（
財
産
区
会
計
除
く
、以
下
同
じ
）に
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳入

一般会計歳出［目的別］

きずな

歳
入

歳
出
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一般会計
【主なもの】 こう使った127億円

戸籍住民基本台帳管理に関する経費 ……………3，426万円
（職員給与など含む）
参議院議員通常選挙に関する経費 ……………1，414万円
京都府知事・府議会議員選挙に関する経費 ……1，327万円
その他選挙に関する経費 ……………………………51万円
各種統計調査（国勢調査など）に関する経費 ………729万円
監査委員に関する経費 ………………………………59万円

民生費 23億319万円  
社会福祉総務費 ………………………………2億6，914万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営、民生児童委員の
活動補助など）
国民健康保険特別会計への繰出金 ………………9，681万円
（事業勘定分） 
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託料など
 …………………………………………………………75万円
共同作業所運営委託料 …………………………… 986万円
重度心身障害者通院通所支援事業委託料 …………571万円
重度心身障害老人健康管理事業給付費 ………2，933万円
心身障害者医療給付費 …………………………4，525万円
自立支援医療給付扶助費 ……………………… 1，090万円
障害者自立支援給付費 ………………………2億5，181万円
その他障害福祉に関する経費 ………………… 4，618万円
（日常生活用具の給付など）
外出支援・食の自立支援事業委託料 ……………2，189万円
シルバー人材センター運営補助金 …………………630万円
老人クラブ連合会活動補助金 ………………………406万円
後期高齢者医療に関する負担金・繰出金 …2億3，716万円
老人医療給付費 ………………………………… 3，018万円
老人ホーム措置費 ………………………………… 629万円
介護保険特別会計への繰出金 …………… 2億7，504万円
その他老人福祉に関する経費（長寿者報償など） …493万円
国民年金事務に関する経費 …………………………85万円
すこやか祝金 ……………………………………… 835万円
京都子育て医療・すこやか子育て医療給付費 …3，439万円
児童手当給付費 …………………………………1，678万円
子ども手当給付費 ………………………………2億736万円
その他児童福祉に関する経費 ……………………1，753万円
（チャイルドシート購入助成など）
母子父子福祉に関する経費 ………………………1，048万円
（母子医療給付費など）
保育所の運営管理（職員給与など含む） ………3億332万円
みずほ保育所建設に関する経費 ……………3億5，252万円

衛生費 12億2,625万円  
保健衛生総務費（職員給与など） ……………… 9，453万円
検査検診委託料 …………………………………5，061万円
予防接種業務委託料 ……………………………2，303万円
食生活改善推進事業委託料 …………………………65万円
特定保健指導・特定健診委託料 …………………1，135万円
その他保健・予防に関する経費 …………………1，484万円
（妊婦健診助成など）  
合併浄化槽設置補助金 ……………………………714万円
住宅用太陽光発電システム設置補助金 ……………332万円
下水道事業特別会計への繰出金 ………………4，923万円
（浄化槽市町村整備推進） 
その他環境衛生に関する経費 …………………… 247万円
（狂犬病予防注射や水質検査委託など） 
南丹病院負担金 …………………………………1，600万円
京丹波町病院会計運営補助 …………………2億5，396万円
（出資金・利子含む）  
国民健康保険特別会計への繰出金 ……………6，145万円
（直診勘定分） 
その他診療所に関する経費（事務経費など） …………47万円
保健センターの管理 …………………………… 1，242万円
船井郡衛生管理組合分担金 …………………2億6，329万円
ごみ処理手数料 …………………………………3，796万円
生ごみたい肥化容器購入助成金 ……………………51万円
その他ごみ処理対策に関する経費 ……………………253万円
（資源ごみ集団収集助成など）
水道事業特別会計への繰出金 ………………3億2，049万円

労働費 1,421万円  
緊急雇用創出事業委託料 ………………………… 823万円
その他労働対策に関する経費 ………………………598万円

農林水産業費 18億6,930万円  
農業委員会運営に関する経費 ……………………1，049万円
農業総務費（職員給与など） ………………………6，277万円
マスターズハウス管理運営委託料 …………………400万円
京都・丹波食彩の工房管理運営委託料 ……………990万円
瑞穂町農業公社・丹波ふるさと振興公社運営補助金
 ……………………………………………………1，750万円
有害鳥獣被害防止施設設置事業補助 …………… 829万円
（金網、電気柵など） 
農業機械導入補助金 ………………………………751万円
中山間地域等直接支払交付金 ………………1億1，385万円
水田農業構造改革対策助成事業 ……………… 1，725万円
（特産物作付奨励、国産飼料推進） 
京野菜こだわり産地支援事業補助金 ……………2，443万円
農地・水・環境保全向上対策事業負担金 ………… 991万円
京の米産地づくり事業補助金 ………………………704万円
京の黒大豆・小豆等産地づくり事業補助金 ……… 830万円
命の里事業（農業生産基盤整備、里力再生） …… 1，079万円
その他農業振興に関する経費 ……………………2，156万円
（農業後継者育成事業補助など）  
畜産業に関する経費 ………………………………894万円
（堆肥による土づくり事業補助など）
農道安栖里坂原線道路改良工事 ………………1，007万円
ため池改修工事（知野辺） …………………………3，937万円
南丹区域農用地総合整備事業負担金 …………1，974万円
下水道事業特別会計への繰出金………………2億149万円
（農業集落排水）
その他農地保全などに関する経費 ………………4，020万円
（土地改良区運営補助など）  
山村開発センターの管理 …………………………1，169万円
農村情報施設管理費（職員給与など含む） …1億2，224万円
山村振興対策に関する経費 ……………………………9万円
ケーブルテレビ拡張整備に関する経費 …… 9億1，518万円
林業総務費（職員給与や林業振興会負担金など）… 2，109万円
公有林整備事業委託料 ………………………… 1，549万円
緑の公共事業補助金（間伐21haなど） …………… 415万円
林道峰線開設工事（和知地区広瀬） ……………2，889万円
有害鳥獣捕獲事業 ………………………………3，400万円
（駆除報奨、クマ対策、捕獲委託など）
森林整備地域活動支援交付金 …………………2，371万円
その他林業振興に関する経費 ……………………3，406万円
（林道維持管理、緑の担い手育成など） 
わち林業センターの運営費 …………………………296万円
内水面漁業振興対策事業補助金 ……………………234万円
（和知・由良川漁協への補助）  

平成22年度決算の審査意見書を寺尾町長に提出する船越監査委員
（役場町長室・蒲生）

【特集】平成22年度決算

議会費　　　　　　 8,536万円  
議会運営に関する経費 ……………………………8,536万円
（議員報酬や職員給与など含む） 

総務費 23億431万円  
一般管理に関する経費 ………………………4億5,902万円
（職員給与や区長会の運営補助、土地開発公社など
各機関への負担金など）
広報京丹波（お知らせ版含む）の発行 ………………340万円
例規集サポートシステム委託料 ……………………395万円
その他文書広報に関する経費 ………………………115万円
財政管理・会計管理に関する経費 …………………131万円
財産管理に関する経費 ……………………13億2，167万円
（町有財産管理、基金積立金など）
鉄道開通100周年記念事業補助金 ……………… 300万円
京都丹波ロードレース運営補助金 ………………… 54万円
山陰本線複線化促進協議会など各機関への負担金
 …………………………………………………………26万円
その他総合企画に関する経費 ………………………213万円
町有財産解体工事（町保有建物3棟） ………………568万円
支所の管理に関する経費 ……………………1億6，480万円
（職員給与など含む）
公平委員会に関する経費 ………………………………2万円
グリーンランドみずほ管理運営委託料 …………2，300万円
グリーンランドみずほ施設等改修工事 ……………587万円
（グラウンドゴルフ場拡張など） 
街灯設置補助金・防犯協会負担金など ……………347万円
交通対策費 ………………………………………… 337万円
（交通指導員運営経費、交通安全協会運営補助など）
町営バス運行事業会計への繰出金 ……………4，378万円
自治振興補助金 ……………………………………476万円
住民自治組織まちづくり交付金・地域力向上事業助成金など 
 ………………………………………………………168万円
ホームページの再構築 …………………………… 349万円
行政情報システムの管理など ……………………4，812万円
情報化推進に関する経費 ………………………1，775万円
（地域イントラネット・インターネット運営など） 
国際交流協会への補助金 ………………………… 300万円
生涯学習推進に関する経費 ……………………… 318万円
（人権政策の推進など）
税務に関する経費（職員給与など含む） ………1億585万円
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商工費 8,401万円  
商工総務費（職員給与など） ………………………1,293万円
商工会小規模事業経営支援事業補助金 …………1,926万円
商工会プレミアム商品券発行事業補助金 ……………26万円
その他商工振興に関する経費 ………………………787万円
（消費生活グループ活動補助など） 
道の駅「和」・山野草の森・アグリパークわちなどの管理委託料  
 ……………………………………………………2，939万円
質志鐘乳洞公園管理委託料 ………………………920万円
その他観光振興に関する経費 ………………………510万円
（京都府観光連盟など各機関への負担金など）

土木費 10億913万円  
土木総務費 ………………………………………7,957万円
（職員給与や各建設促進同盟会への負担金など）  
道路台帳整備委託料 ………………………………194万円
道路の維持管理に関する経費 ……………………5,234万円
（道路修繕、交通安全施設整備、除雪作業など） 
道路改良工事 …………………………………3億3,706万円
その他道路改良に関する経費……………………7,572万円
（測量設計監理など）
河川総務費（河川維持管理業務委託など） …………841万円
河川改良工事（大倉谷川） ……………………………650万円
町道町田線木橋町田橋改築事業負担金 ………4,846万円
畑川ダム整備関連事業に関する経費 ……………7,028万円
都市計画・都市公園整備（須知）に関する経費 …8,873万円
下水道事業特別会計への繰出金……………2億2,372万円
（公共下水道）
町営住宅管理に関する経費 ………………………1,640万円
（職員給与や設備保守点検管理など） 

消防費 4億1,099万円  
京都中部広域消防組合負担金 ………………2億4,191万円
消防団の運営、消防施設の維持管理に関する経費
 ……………………………………………………8,632万円
防火水槽設置（5基） ………………………………2,203万円
消防自動車購入費 …………………………………3,796万円
（ポンプ車1台、小型ポンプ付積載車3台）  
その他消防施設などの改修に関する経費 …………867万円
全国瞬時警報システム（J-ALERT）整備工事 ………788万円
防災・災害対策に関する経費 ………………………622万円
（防災無線電波負担金など）

教育費 16億3,614万円  
　　　　　　　　　　　　

教育総務費（職員給与や教育委員報酬など） …1億5,938万円
育英資金給付事業特別会計への繰出金 ……………144万円
瑞穂小学校整備に関する経費 ……………… 6億4,016万円
（多目的ホール整備含む）
小学校の管理に関する経費 …………………1億2,943万円
（職員給与など含む）
小学校の教育振興に関する経費 …………………4,072万円
（教材、通学バス補助金など）  
瑞穂中学校屋内運動場改築・グラウンド整備 …3億310万円
その他中学校の管理に関する経費………………6,438万円
（職員給与など含む）
中学校の教育振興に関する経費 …………………5,867万円
（外国語指導助手報酬、教材、通学バス補助金など） 
幼稚園の管理運営に関する経費…………………5,921万円
（職員給与など含む）
婦人会活動推進補助金 …………………………… 120万円
町文化協会活動推進補助金 …………………………20万円
伝統芸能等保存活動補助金 …………………………23万円
青少年育成協会への補助金 …………………………50万円
人権啓発推進協議会への補助金 …………………100万円
国民文化祭実行委員会への負担金 ………………298万円
その他社会教育総務に関する経費 …………………725万円
（社会教育委員報酬など）  
公民館活動に関する経費 …………………………3,596万円
文化財保護に関する経費 ……………………………262万円
体育協会への補助金 ………………………………400万円
その他社会体育に関する経費 ………………………310万円
（体育指導委員報酬など）
体育施設の維持管理に関する経費 ………………1,281万円
学校給食費（職員給与など含む）… ……………1億778万円

※1万円未満を四捨五入しているため、合計金額が合わない場合があります。

平成22年度決算について審議する議会の決算特別委員会（役場議場・蒲生）

【特集】平成22年度決算

国
民
健
康
保
険
事
業

事
業
勘
定
分
の
歳
入
は
十
七
億
九
、八
一

八
万
円
で
、そ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税
収

入
が
三
億
九
、六
六
七
万
円（
二
二
・一
％
）。

歳
出
は
十
七
億
八
、〇
〇
四
万
円
で
、主
な

も
の
は
保
険
給
付
費
十
一
億
九
、〇
九
五
万

円
、後
期
高
齢
者
支
援
金
二
億
七
九
万
円
、

人
間
ド
ッ
ク
助
成
や
特
定
健
康
診
査
な
ど

の
保
健
事
業
費
三
、五
九
七
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

和
知
診
療
所
勘
定
は
歳
入
歳
出
共
に
二

億
六
六
万
円
。歳
入
の
主
な
も
の
は
、診
療

収
入
一
億
四
、五
四
五
万
円
、一
般
会
計
な

ど
か
ら
の
繰
入
金
五
、二
六
五
万
円
で
、公

債
費
を
除
い
た
歳
出
額
は
一
億
九
、九
八
七

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

和
知
歯
科
診
療
所
勘
定
は
共
に
六
、七

七
三
万
円
で
、公
債
費
を
除
い
た
歳
出
額
は

六
、六
六
六
万
円
で
し
た
。

老
人
保
健

歳
入
歳
出
共
に
二
〇
八
万
円
で
、一
般
会

計
へ
の
繰
出
金
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

歳
入
は
一
億
八
、六
〇
九
万
円
で
、そ
の

う
ち
保
険
料
収
入
が
一
億
二
、六
八
〇
万
円

（
六
八
・一
％
）。歳
出
は
一
億
八
、三
六
八
万

円
で
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納

付
金
一
億
八
、〇
三
九
万
円
が
全
体
の
九

八
・
二
％
を
占
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業

事
業
勘
定
の
歳
入
は
十
八
億
二
、五
四

二
万
円
で
、そ
の
う
ち
保
険
料
収
入
が
二
億

六
、四
一
八
万
円（
一
四
・
五
％
）。歳
出
は
十

八
億
九
四
五
万
円
で
、保
険
給
付
費
が
十

七
億
三
、〇
二
〇
万
円
で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
歳
入
は
七
六
九

万
円
で
、歳
出
は
七
二
一
万
円
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成

委
託
料
五
五
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

老
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
勘
定
の
歳
入
は
一

億
一
、四
三
七
万
円
で
、歳
出
は
一
億
一
、三

五
二
万
円
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
一
、六
九
一
万
円
で
し
た
。

水
道
事
業

歳
入
は
十
二
億
八
、八
二
六
万
円
で
、そ

の
う
ち
水
道
使
用
料
が
四
億
八
、七
九
九

万
円（
三
七
・
九
％
）。歳
出
は
十
二
億
七
、

三
一
八
万
円
で
、丹
波
・
瑞
穂
地
区
統
合
簡

易
水
道
整
備
事
業
が
一
億
六
、五
〇
四
万

円
、和
知
地
区
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業

が
六
、六
二
四
万
円
で
し
た
。

下
水
道
事
業

歳
入
は
九
億
四
、三
九
八
万
円
で
、歳
出

は
九
億
三
、六
八
五
万
円
。歳
出
の
主
な
も

の
は
、農
業
集
落
排
水
費
が
一
億
八
三
九
万

円
、公
共
下
水
道
費
が
一
億
一
、三
五
四
万

円
、浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
施
設
費
が

九
、八
五
一
万
円
で
し
た
。

土
地
取
得

歳
入
歳
出
共
に
五
、八
九
三
万
円
で
、一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
土
地
購
入
費
と

し
て
支
出
し
ま
し
た
。

育
英
資
金
給
付
事
業

歳
入
歳
出
共
に
二
九
七
万
円
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、大
学
生
十
一
人
に
一
九
八
万
円
、専

門
学
校
生
一
人
に
十
八
万
円
、高
校
生
七
人
に

七
十
二
万
円
の
奨
学
金
を
支
出
し
ま
し
た
。

町
営
バ
ス
運
行
事
業

歳
入
は
七
、七
九
二
万
円
で
、そ
の
う
ち

運
賃
収
入
な
ど
の
事
業
収
入
は
三
、三
五
五

万
円（
四
三
・一
％
）。歳
出
は
七
、七
八
七
万

円
で
、運
行
事
業
費
に
七
、五
五
一
万
円
を

支
出
し
ま
し
た
。

国
保
京
丹
波
町
病
院

収
益
的
収
支（
消
費
税
抜
き
）は
、収
入

額
が
八
億
九
七
万
円
、支
出
額
が
八
億
三

九
二
万
円
で
、収
支
差
引
二
九
五
万
円
の

損
失
。医
業
収
益
は
六
億
四
、八
三
八
万
円

と
な
り
、医
業
費
用
と
し
て
の
支
出
は
七
億

五
、五
六
〇
万
円
で
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
の
入
院
患
者
数
は
延

べ
一
万
二
、七
〇
二
人（
前
年
度
比
三
・
四
ポ

イ
ン
ト
の
減
）、外
来
患
者
は
延
べ
三
万
五
、

九
四
三
人（
前
年
度
比
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
の

減
）で
し
た
。

特
別
会
計
決
算
の
概
要

■会計別歳出決算額
 会計名 本年度
一般会計 127億5,887万円
特別会計・企業会計 73億1,809万円
国民健康保険事業（事業勘定） 17億8,004万円
国民健康保険事業（和知診療所勘定） 2億66万円
国民健康保険事業（和知歯科診療所勘定） 6,773万円
老人保健 208万円
後期高齢者医療 1億8,368万円
介護保険事業（事業勘定） 18億945万円
介護保険事業（サービス事業勘定） 721万円
介護保険事業（老健施設サービス勘定） 1億1,352万円
水道事業 12億7,318万円
下水道事業 9億3,685万円
土地取得 5,893万円
育英資金給付事業 297万円
町営バス運行事業 7,787万円
国保京丹波町病院 8億392万円
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地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
健
全
化
判

断
比
率
」に
よ
る
四
つ
の
財
政
指
標
と
、「
資

金
不
足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
判
断
し
ま
す
。二
十
二
年
度

決
算
に
基
づ
く
各
比
率
は
次
の
と
お
り
で
、

こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
対
策
の
効
果
が

表
れ
て
全
体
的
に
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
各
指
標
に
算
定
さ
れ
る
会
計
は「
表
１
」参
照
）

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支
赤
字
が

な
い
の
で
該
当
な
し
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計（
財
産
区
会
計
除
く
）の
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は

収
支
赤
字
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費（
借

入
金
）が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

算
定
結
果
は
一
七
・
〇
％
で
、昨
年
度
よ
り

一・
八
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

割
合
。算
定
結
果
は
一
五
四
・
八
％
で
、昨
年

度
よ
り
二
八
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

資
金
不
足
比
率　
　
　
　
　

　
　
　資金

不
足
額
が
公
営
企
業
の
行
う
事
業

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
で
は
、国
保
京

丹
波
町
病
院
・
水
道
・
下
水
道
事
業
の
三
会

計
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、各
会
計
で
資
金

不
足
額
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

【
標
準
財
政
規
模
】町
が
一
年
間
に
自
由
に
使
え
る

財
源（
お
金
）の
標
準
的
な
規
模
。本
町
は
二
十
二

年
度
決
算
で
七
十
六
億
七
、三
六
〇
万
円
で
し
た
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る

と
、自
主
的
な
改
善
努
力
を
行
う
た
め
の
早
期
健
全

化
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
財
政
再
生
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る
と
、

国
な
ど
が
関
与
し
て
再
生
が
行
わ
れ
る
た
め
、町

独
自
施
策
の
展
開
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、

財
政
再
生
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

用
語
解
説

京丹波町の比率算定結果
［1］健全化判断比率

［2］資金不足比率　　

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

算 定 結 果

21 年 度

20 年 度

早期健全化基準

財政再生基準

算 定 結 果

経営健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

参　

考

─

─

─

13.84

20.00

病院事業

─

水道事業

─

20.00

下水道事業

─

17.0

18.8

20.3

25.0

35.0

154.8

182.8

206.0

350.0

（単位：％）

（単位：％）

財政再生基準 20.00 35.0

経営健全化基準 20.00
※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

4つの財政指標の対象となる会計の範囲［表1］

●一般会計
●公営事業会計以外の特
別会計（土地取得、育英
資金、町営バス）

普通会計

●水道事業特別会計
●下水道事業特別会計
●国保京丹波町病院事業
特別会計

公営企業会計

●船井郡衛生管理組合など

一部事務組合

土地開発公社、第3セクター

●国民健康保険事業特別
会計
●後期高齢者医療特別会計
●老人保健特別会計
●介護保険事業特別会計

公営事業会計

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

【特集】平成22年度決算

二
十
二
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

─

─

─

18.84

35.00

交通手段確保に関する懇話会が提言

「デマンドバスなどの社会実験で
住民ニーズの検証を」

京丹波町交通手段確保に関する懇話会（中西和之会長、委員１４人）が８月２６日、
「生活交通のあり方と新しいサービスの提供」について寺尾豊爾町長に報告書を
提出。報告書では、現状の路線バス方式を維持するために委託方法やサービスレ
ベルを変更する案と、路線バス方式をやめてデマンド交通方式を導入する案が併
記され、地域実態に即した生活交通サービスを検証するための社会実験の必要性
が示されました。
町は今後、住民ニーズを把握するためのアンケート調査を行い、報告書に沿った
形で取り組みを進めていきます。

案1案2
懇
話
会
で
は
、本
年
二
月
一
日
の
初
会

合
を
皮
切
り
に
、計
七
回
の
会
合
と
先
進

地（
兵
庫
県
佐
用
町
）視
察
な
ど
を
実

施
。町
内
の
公
共
交
通
の
現
状
や
運
営
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
て
総
合
的
な
見
地
か

ら
検
討
を
重
ね
、町
営
バ
ス
の
方
向
性
に

つ
い
て
次
の
二
案
を
提
言
す
る
と
と
も

に
、社
会
実
験
の
必
要
性
な
ど
を
報
告
書

に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
方
式
を
維
持

ダ
イ
ヤ
や
バ
ス
停
の
変
更
な
ど
を
行

い
、現
状
の
路
線
バ
ス
方
式
に
よ
る
町
営

バ
ス
運
行
を
維
持
す
る
。

メ
リ
ッ
ト 

現
在
利
用
し
て
い
る
形
式

を
維
持
す
る
た
め
、混
乱
す
る
こ
と
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト 

利
用
者
数
が
低
迷
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、継
続
的
に
見
直
し
や

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
変
更
を
行
っ
て
お

り
、問
題
の
解
決
が
難
し
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。今
後
の
高
齢
化
の
進
展

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、さ
ら
に
利
用
者

が
減
少
し
、現
在
よ
り
も
苦
し
い
状
況

と
な
る
こ
と
で
解
決
で
き
な
い
恐
れ

が
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
方
式
を
導
入

利
用
者
の
要
求
に
応
じ
て
運
行
す
る

「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」を
導
入
す
る
。導
入
方

法
と
し
て
は
、「
町
内
全
域
」か「
試
験
的

に
一
部
地
域
運
行
」か
の
議
論
が
必
要
で

あ
る
。

導
入
す
る
場
合
、運
行
経
費
の
削
減
で

は
な
く
、利
便
性
向
上
と
利
用
者
数
の
増

加
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、地
域
を
選

定
す
る
際
に
は
、サ
ー
ビ
ス
向
上
の
必
要

性
が
高
い
地
域
、ま
た
は
、利
用
者
や
地

域
組
織
が
協
力
を
申
し
出
て
い
る
地
域

な
ど
、導
入
が
容
易
な
地
域
を
優
先
的
に

選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

メ
リ
ッ
ト 

家
の
近
く
ま
で
バ
ス
が

寄
っ
て
く
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
よ
り
も

高
い
利
便
性
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、現
在
の
ひ
っ
迫
し
た
需
給
状
況
を
解

決
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。な
お
、一

部
地
域
で
あ
れ
ば
、実
施
し
や
す
い
地

域
を
選
ん
で
試
験
運
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、人
の
運
用
の
難
し
さ

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
導
入

が
し
や
す
い
。

デ
メ
リ
ッ
ト 

予
約
業
務
な
ど
こ
れ
ま

で
以
上
に
人
員
が
必
要
と
な
る
こ
と

や
、デ
マ
ン
ド
受
付
け
お
よ
び
運
行
調

整
な
ど
人
員
の
運
用
が
よ
り
高
度
化
す

る
た
め
実
施
の
難
し
さ
が
予
測
さ
れ

る
。こ
の
こ
と
は
Ｉ
Ｔ
活
用
型
を
導
入

し
て
も
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、導
入
に
際
し
て
は
継
続
的
に
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
。ま
た
、利
用
者
に

と
っ
て
は
、電
話
で
予
約
す
る
な
ど
に
よ

り
デ
マ
ン
ド
を
表
明
す
る
必
要
が
生
じ

る
た
め
、既
存
の
路
線
バ
ス
方
式
に
比
べ

て
負
担
が
増
大
し
、混
乱
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
る
。

な
お
、一
部
地
域
で
あ
れ
ば
導
入
地

域
以
外
は
実
情
が
変
わ
ら
ず
に
問
題
が

解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
残
る
の
で
、現
状

で
で
き
る
改
善
を
継
続
的
に
検
討
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。

社
会
実
験
に
よ
る
検
証

地
域
実
態
に
即
応
し
た
生
活
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
、一
部
地
域
で
次

の
社
会
実
験
を
試
行
し
、検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入

・
買
い
物
バ
ス
の
運
行

・
病
院
、買
い
物
、公
的
施
設
な
ど
へ
の
巡

回
バ
ス
の
運
行

民
間
か
ら
の
支
援
と
協
力
要
請

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
が
実
現
で
き

て
も
該
当
し
な
い
人
や
地
域
が
発
生
す

る
の
で
、利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、タ
ク
シ
ー
会
社
、住
民
自
治
組
織

な
ど
に
よ
る
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。ま

た
、買
い
物
バ
ス
運
行
に
係
る
支
援
に
つ

い
て
、民
間
へ
の
要
請
を
求
め
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

寺尾町長に報告書を提出する中西会長（役場議場・蒲生）

なか  にし かず ゆき

てら　お  とよ   じ



シリーズ京丹波の心を伝える

「国民文化祭」と
「食の祭典」の魅力を探る 今

秋
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大
の
文
化
イ
ベ
ン
ト「
国
民
文
化
祭
」。本
町
で
は「
魅
せ
る
・
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
伝
え
よ
う
人
形
浄
瑠
璃
の
こ
こ
ろ
〜
」と
、関
連
事
業
と
し
て「
京
丹
波
●
食
の
祭
典
二
〇
一
一
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る「
国
民
文
化
祭
」と「
食
の
祭
典
」の
魅
力
を
探
り
ま
す
。

最
終
回    

十
一
月
六
日
、
い
よ
い
よ
本
番
！

「
魅
せ
る
・

人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

国
民
文
化
祭
京
丹
波
町
実
行
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
る「
魅

せ
る
・
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。開
催

日
当
日
に
は
全
国
か
ら
十
一
団
体
が
集
結

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
魅
力
あ
る
人
形
芝
居
を
披
露
し
て
み

な
さ
ん
に
感
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、当
日
は「
京
都
ふ
ら
り
ー
」な
ど
の

番
組
で
お
な
じ
み
の
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン

ド
さ
ん
が
司
会
を
務
め
る
ほ
か
、京
丹
波
町

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ「
浄
瑠
璃
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

と「
浄
瑠
璃
ま
ゆ
ま
ろ
記
念
シ
ー
ル
」な
ど

の
配
布（
先
着
順
、数
量
限
定
）、あ
っ
ぱ
れ

た
ん
ぼ
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
な
ど
も

行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
い
た
だ

き
、京
丹
波
町
が
誇
る
伝
統
芸
能「
和
知

人
形
浄
瑠
璃
」を
は
じ
め
、全
国
各
地
で
息

づ
く
人
形
芝
居
の
共
演
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●演目・出演団体
　「二人三番叟」… 知立山車文楽保存会（中新町人形連・知立義太夫会）〔愛知県〕
　「能勢三番叟」…能勢人形浄瑠璃鹿角座〔大阪府〕
　「壺坂観音霊験記・内の段」… 相模人形芝居林座〔神奈川県〕
　「壺坂観音霊験記・山の段」… 相模人形芝居長谷座〔神奈川県〕
　「三番叟まわし・箱廻し」… 阿波木偶箱廻しを復活する会〔徳島県〕
　「傾城阿波鳴門・順礼歌の段」…和知人形浄瑠璃会・和知小学校〔京都府〕
　「戎舞」 …南あわじ市立三原中学校　郷土部〔兵庫県〕　
　「傾城阿波鳴門・順礼歌の段」「傾城阿波鳴門・十郎兵衛内の段」
　　… 阿波人形浄瑠璃芝居ふれあい座〔徳島県〕

　「日高川入相花王・渡し場の段」… 南あわじ市立南淡中学校 郷土芸能部〔兵庫県〕
　「本朝廿四考」…あわ工芸座〔徳島県〕　
　「恋女房染分手綱」… 阿波人形浄瑠璃芝居城北座〔徳島県〕　
　「長老越節義之誉」…和知人形浄瑠璃会・和知中学校〔京都府〕

京丹波町オリジナル「浄瑠璃まゆまろ」。
当日は記念シールで登場します。

「
食
の
祭
典
」

九
月
十
四
日
に
出
店
団
体
が
参
画
す
る

「
京
丹
波
●
食
の
祭
典
二
〇
一
一
実
行
委

員
会
」（
中
西
英
夫
委
員
長
）を
立
ち
上
げ

て
準
備
を
進
め
て
き
た「
食
の
祭
典
」。開

催
日
当
日
に
は
、京
丹
波
の
食
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
や
誇
り
を
持
っ
た
出
店
者
が
一

堂
に
会
し
、地
元
産
品
を
使
っ
た
料
理
や

加
工
品
、郷
土
料
理
な
ど
を
販
売
し
て
お

も
て
な
し
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
会
場
で
は
、食
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
お
披
露
目
を
は
じ
め
、大
型
テ
レ

ビ
を
使
っ
た
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

ラ
イ
ブ
中
継
、も
て
な
し
茶
席
な
ど
、多
彩

な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。実行委員会で協議する出店者（和知生涯学習センター・本庄）

商工会青年部
瑞穂そば

飲食ゾーン

も
て
な
し

茶
席

咲家つる丸
黒豆ラーメン他

下大久保
耳うどん

山彦
黒豆たこやき他

伝統芸能
発信コーナー

観光情報
発信コーナー

道の駅 さらびき
特産品全般

道の駅 和
特産品全般

長老
清酒

鎌谷中
もえぎグループ
栗蒸し羊かん他

イス席

イス席

イ
ス
席

野蕗の会
梅干他 総合案内所活き生きクラブさとやま

くりご飯他

シエル
シフォンケーキ他
須知高校
黒豆アイス他

魅
せ
る・人
形
芝
居

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

菓歩菓歩
バニラシュークリーム他

丹波ワイン
ワイン他

食彩の工房
ヨーグルト他

戸津川ほのぼの会
ゆずポン他
七福堂
くりもち他

山下秀製菓
栗和菓子他
自然農法加工所
黒豆大福他

日吉ファーム
豚肉の焼肉

里の食ゾーン

スイーツゾーン

情報発信ゾーンほか

休憩スペース
（テーブル＆イス席）

開催日時：11月6日（日）　午前9時～午後5時
開催場所：和知ふれあいセンター

開催日時：11月６日（日）　午前９時～午後３時  
開催場所：和知ふれあいセンター駐車場　特設テント  

ま
す
。

●出店予定者・販売品目  

【咲家つる丸】
黒豆ラーメン、黒豆カレー、
そばめしコロッケ

【商工会青年部】
そば道場 瑞穂そば

【下大久保虹の村づくりの会】
耳うどん

【山彦】
 黒豆たこやき、和知黒入り大判焼

【bio sweet's capo capo 菓歩菓歩】
バニラシュークリーム、タルト、
コーヒー、オーガニック商品

【活き生きクラブさとやま】
おはぎ、くりご飯、かりんとう、

スティック菓子、うこん飴、黒大豆飴

【homemade cake sielu シエル】
米粉シフォンケーキ、米粉ガトーショコラ、

黒豆パウンドケーキ

【野蕗の会】
梅干、もち

【京都府立須知高等学校】
ヨーグルト、アイスクリーム、クッキー、
ソフトサラミソーセージ(相馬農業高校コラボ商品)

【鎌谷中もえぎグループ企業組合】
すし、栗ごはん、栗蒸ようかん、

ぎんつば、みかさ

【京都・丹波食彩の工房】
エーミルク、エーヨーグルト、

ミートコロッケ

【戸津川ほのぼの会】
ゆず、ゆずポン

【グリーンランドみずほ】
特産品全般

【和知ふるさと振興センター】
特産品全般

【山下秀製菓】
いが栗、栗どらやき、瑞穂そばだんご

【丹波ワイン】
 肉製品、ぴくる酢、ワインケーキ、ワイン

【長老（有）】
清酒

【（有）日吉ファーム】
豚肉の焼肉

【七福堂】
くりもち、くりおこわ

【自然農法加工所】
まきずし、黒豆大福、栗大福

※都合により出店者などが変更になる場合
があります。  

※商品が売り切れになり次第、閉店になる
場合があります。

当日は、臨時バス
などを運行します。

※詳しくは、「お知らせ版」を
ご覧ください。

な
か  

に
し  

ひ
で  

お

福祉・
救護
テント

共同
作業所

友好町・福島県双葉町
震災復興支援活動
「双葉の鶴・

支援プロジェクト」
あたたかいご支援を
お願いします

国文祭
オリジナル
グッズ販売

会場図
須知高校ブースでは、
福島県相馬農業高校
とのコラボ商品

ソフトサラミソーセージ
（支援金含む）を販売
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お
お   

た     

き     

く     

お
て
ら   

お   

と
よ   

じ

冬
ほ
た
る
●
と
き
め
き
☆
ツ
ア
ー

〜
二
〇
一
一
冬  

素
敵
な
出
会
い
を
京
丹
波
で
〜

　

素
敵
な
出
会
い
と
、そ
こ
か
ら
育
ま
れ
る
愛
情
。
京
丹
波

町
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
夢
の
よ
う
な
ひ
と
と
き
の
中

で
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
共
に
歩
む
運
命
の
人
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

素敵な出会いを演出し、パートナーづくりを支援する

「出会いサポート事業」
本町では、定住人口増加をはじめ、地域活性化や活力あるまちづくりにつなげることを目的に、

少子化対策および次世代育成対策の一環として、
結婚・出産・子育ての第一歩となる「出会い」のきっかけづくりを支援する「出会いサポート事業」を開始しました。

成功させよう！「第26回国民文化祭・京都2011」
【期間】10月29日（土）～11月6日（日）

【問】国民文化祭に関しては 教育委員会 社会教育課　☎84－0028
　　　食の祭典に関しては 産業振興課　☎82－3808

成

和
知
太
鼓
保
存
会
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
二
部
に
出
演

国
民
文
化
祭
の
初
日
と
な
る
十
月
二
十
九
日

に
国
立
京
都
国
際
会
館（
京
都
市
左
京
区
宝
ヶ

池
）で
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
、午
後
一
時
三
十
五
分
か
ら
同
会

館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
第
二
部
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、和
知
太
鼓
保
存
会
が

「
こ
こ
ろ
に
響
く
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」を
実

施
し
ま
す
。み
な
さ
ん
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

国
民
文
化
祭
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の

記
念
切
手
を
販
売
中

国
民
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
記
念
切

手
が
製
作
さ
れ
、二
市
一
町（
亀
岡
・
南
丹
市
、京

丹
波
町
）の
郵
便
局
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、篠
原

郵
便
局
の
大
田
喜
久
男
局
長
が「
記
念
切
手
で

京
丹
波
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

国
民
文
化
祭
を
地
域
で
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

完
成
し
た
記
念
切
手
を
寺
尾
豊
爾
町
長
に
贈
呈

し
ま
し
た
。

記
念
切
手
は
、国
民
文
化
祭
京
丹
波
町
実
行

委
員
会
が
亀
岡
市
と
南
丹
市
に
呼
び
か
け
、郵

便
事
業
会
社
に
依
頼
し
て
作
成
し
た
も
の
。「
魅

せ
る
・
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
メ
ー
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
和
知
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
お
り
、十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
、

一
シ
ー
ト（
八
十
円
切
手
十
枚
）千
二
百
円
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
」に

特
急
列
車
が
停
車
し
ま
す

町
外
か
ら
多
く
の
方
を
迎
え
る
た
め
、町
は

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
特
急
列
車
の

停
車
を
要
望
し
、十
一
月
六
日
の
み
上
下
線
と

も
に
四
本
停
車
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。停
車
時
刻
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、親
せ
き
や
知
人
、友
人
な
ど
多
く
の
方
に
お

伝
え
い
た
だ
き
、ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、町
営
バ
ス
の
臨
時
運
行
な
ど
も
行
い

ま
す
の
で
、詳
し
く
は「
お
知
ら
せ
版（
十
月

号
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記念切手を手渡す大田
局長（左から2番目）（和
知支所・本庄）

販売されている
記念切手

■上り線

福知山駅発 綾部駅発 和知駅発 園部駅着 亀岡駅着 京都駅着

きのさき10号 9:47 9:57 10:15 10:37 10:49 11:06

きのさき14号 12:42 12:59 13:16 13:36 13:48 14:05

はしだて4号 14:40 14:59 15:15 15:35 15:47 16:05

きのさき18号 16:42 16:59 17:15 17:37 17:49 18:08

■下り線

京都駅発 亀岡駅発 園部駅発 和知駅発 綾部駅着 福知山駅着

きのさき1号 8:51 9:09 9:21 9:41 9:56 10:08

はしだて3号 10:25 10:43 10:55 11:16 11:31 11:44

はしだて5号 12:25 12:43 12:55 13:16 13:32 13:48

きのさき9号 16:25 16:43 16:54 17:15 17:31 17:43

特急列車停車時刻表

停　　車　　駅

停　　車　　駅
列車名

列車名

国
民
文
化
祭
ニ
ュ
ー
ス　

本
町
に
関
わ
る
国
民
文
化
祭
の
話
題
を
広
く
お
伝
え
し
ま
す
。

日　　時 12月4日（日） 午前9時45分～午後6時15分
内　　容 ［午前］冬ほたる演出作業の手伝い
 ［午後］①丹波ワインハウスでパーティー（会食、ゲームなど）
 　　　②食彩の工房でスイーツ作り
  ③冬ほたるの試験点灯を見物

募集人員 20歳以上の男女20名程度 ＊独身者のみ、先着順。

参 加 費 男女共 3,500円

募集期限 11月20日（日）

申込方法 住所、氏名、性別、年齢、電話番号を記入し、
 郵送かFAXでお申込みください。

 京丹波町観光協会事務局
 〒622-0213 京都府船井郡京丹波町須知色紙田3番地5
 TEL.0771-89-1717   FAX.0771-89-1713

■
京
丹
波
町
な
ら
で
は
の

　

演
出
で
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

日
本
の
未
婚
率
を
見
る
と
、二
〇
〇
五
年

時
点
で
六
・
五
人
に
一
人
の
割
合
と
な
っ
て
お

り
、現
在
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。一
方

で
、出
生
率
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
減
少
を

続
け
て
お
り
、こ
の
こ
と
が
本
町
の
定
住
人
口

の
維
持
・
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
影
を
落
と

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
七
月
二
十
四
日
の
府
民
交
流

会
で「
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
婚
活
支
援
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、昨
年
度
の
町
長
と
語

る
つ
ど
い
に
お
い
て
も「
若
者
が
結
婚
を
前
提

と
し
て
出
会
え
る
機
会
を
町
が
支
援
で
き
な

い
か
」な
ど
の
提
言
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
は
、「
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
開
始
し
、「
出
会
い
の
場
づ
く
り
」を
テ
ー
マ

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
決
定
。観
光
名

所
の
琴
滝
を
幻
想
的
に
彩
る「
冬
ほ
た
る
」で

出
会
い
の
場
を
演
出
し
、「
丹
波
ワ
イ
ン
ハ
ウ

ス
」で
地
元
産
品
を
味
わ
い
な
が
ら
交
流
を

深
め
た
後
、「
食
彩
の
工
房
」で
協
力
し
て
ス

イ
ー
ツ
を
作
る
な
ど
、京
丹
波
町
な
ら
で
は

の
企
画
を
立
案
し
、町
観
光
協
会
に
委
託
し

て
町
内
巡
り
ツ
ア
ー
と
し
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

婚
活
支
援
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
を
始

め
た「
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」。少
子
化
対

策
に
向
け
た
息
の
長
い
取
り
組
み
が
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

問い合わせ
申込先

参加者

募集中
！

de
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京丹波町職員の給与は、「京丹波町職員の給与
に関する条例」など関係諸規定の定めるところによ
り支給されています。本年度における職員の給与
などの状況について、広く町民のみなさんに知っ
ていただくため、そのあらましをお知らせします。
なお、ここに公表する職員の給与は、いわゆる「手
取り額」ではなく、すべて税金や社会保険料などを
差し引く前の額です。

京丹波町職員の
給与の状況を
公表します

1　   人件費の状況
平成22年度決算（普通会計）における人件費および人件費率は次のとおりです。なお、この人件費には、特別職に支給された給与お

よび報酬を含みます。

【第1表】人件費の状況（平成22年度：普通会計決算）

注）①普通会計とは、一般会計・町営バス特別会計・土地取得特別会計・育英資金給付事業特別会計の合計を指します。
②実質収支とは、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越された事業に充当すべき財源を除いた決算額をいいます。

 区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
      （Ｂ/Ａ）％

平成22年度 (平成23年3月31日現在) 127億9,697万2千円 6億8,251万8千円 17億1,398万3千円 13.39％  16,399人 

2　   職員給与費の状況
平成23年度当初予算（普通会計）に計上された一般職員の給与費および一人当たりの給与費は第2表のとおりです。

【第2表】職員給与の状況（平成23年度：普通会計当初予算・一般職員給のみ）

 区分 職員数（Ａ） 給料 職員手当（期末・勤勉手当を含む） 合計（Ｂ） 一人当たりの給与費（Ｂ/Ａ）

 平成23年度 210人 7億2,139万3千円 3億6,479万9千円 10億8,619万2千円 517万2千円

【第3表】部門別職員数の推移

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
民　　生
衛　　生
小　　計

一般行政計
教　　育
小　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

区　　分 平成22年度
職員数（人）
平成23年度 増減

一般行政
（福祉関係を
除く）

福祉関係

特別行政

公営企業
など

総 合 計
（平成23年度地方公共団体定員管理調査より抜粋）
＊職員数は、一般職に属する職員と常勤の教育長をあわせたものです。（地方公務員の身
分のある休職者や派遣職員も含みます）

 3 3 0
 56 54 △2
 14 14 0
 16 17 1
 2 2 0
 13 15 2
 104 105 1
 53 50 △3
 17 19 2
 70 69 △1
 174 174 0
 32 30 △2
 32 30 △2
 48 48 0
 9 9 0
 5 5 0
 18 18 0
 80 80 0
 286 284 △2

注）①職員数は、「行政職給料表」の適用を受ける職員で、給与条例に
基づく給料表の級区分によるものです。

②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する標準的な職務
です。

【第4表】級別職員数の状況
（平成23年4月1日現在・行政職給料表の適用を受ける職員）
一般行政職などの給料月額は、6の級で構成される行
政職給料表を適用することにより支給されています。そ
れぞれの級の標準的な職務内容、職員数および構成比
は第4表のとおりです。
（医師、医療技術員、看護師などは、医療職給料表（一）（二）

（三）を適用しています）

 区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
 １級 主事補・技師補・主事・技師 25人 10.78％
 ２級 主事・技師  12人 5.17％
 ３級 主査・係長・主任 １31人 56.47％
 ４級 課長補佐・主幹 40人 17.24％
 ５級 課長・会計管理者 20人 8.62％
 ６級 参事・総括課長 4人 1.72％
  　　合　　計 ２32人 １００％

【第5表】職員の平均給料月額・平均年齢・平均経験年数（各年4月1日現在）
 

区分
  一般行政職   技能労務職

   平均給料月額 平均年齢 平均経験年数 平均給料月額 平均年齢 平均経験年数
 平成23年度 297，600円 41歳　8月 20年　6月 269，000円 51歳　8月 25年　8月
 平成22年度 296，100円 41歳10月 20年　6月 255，700円 52歳11月 26年　5月

 区分  初任給   採用２年経過日の給料月額
   大学卒 短大卒 高校卒 大学卒 短大卒 高校卒
 京丹波町 172，200円 152，800円 140，100円 184，200円 164，300円 148，500円
 国 172，200円 152，800円 140，100円 184，200円 164，300円 148，500円

【第6表】職員の初任給の状況（一般行政職：平成23年4月1日現在）
一般行政職の初任給および採用2年経過日の給料月額は、第6表のとおりです。

注）平成１９年度から２２年度までは昇給抑制措置が講じられてきました。

【第7表】職員手当の状況（平成23年4月1日現在）
 区　　　分 京丹波町  国
 配偶者    １３，０００円 
 配偶者以外の扶養親族1人につき ６，5００円 
扶養手当

 職員に配偶者がいない場合はそのうち１人について １１，０００円 本町と同じ

 １６歳から２２歳までの子の加算（1人につき） ５，０００円加算 
住居手当 借家 家賃額に応じて２７，０００円が支給限度   本町と同じ

通勤手当 交通機関利用者 運賃など相当額（５０，０００円が支給限度）   本町と同じ
 交通用具利用者 片道２ｋｍ以上で５ｋｍごとに定める額（６０ｋｍ以上２４，５００円が支給限度） 本町と同じ

注）職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。 注）京丹波町は、京都府内のほとんどの市町村が加入している「京都府市町村
職員退職手当組合」の条例に基づいています。

期末勤勉手当（平成23年度）
 区分 京丹波町 国
 勤続 自己都合 勧奨・定年 自己都合  勧奨・定年
 勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
 勤続２５年 ３３．５０月分 ４１.３４月分 
 勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 本町と同じ 
 最高限度額　 ５９．２８月分 ５９．２８月分 

 その他の加算 定年前早期退職特別措置
        （２～2０％加算） 

退職手当
京丹波町の支給率 区分 

本町と同じ

計 勤勉手当期末手当 勤勉手当期末手当 計

６月期

 １２月期

計

一般職
管理職
一般職
管理職 
一般職
管理職  

1.225月分
1.025月分
１．375月分
１．175月分
2.6月分
２．2月分

0.675月分
0.875月分
０．675月分
０．87５月分
１．35月分
1.75月分

1.9月分

２．05月分

3.95月分

国の支給率

 区分 給料月額・支給率
  町長 １０％減額後 ６７５，０００円 減額前 （７５０，０００円）
   副町長 １０％減額後 ５５８，０００円 減額前 （６２０，０００円） 給料  

教育長 １０％減額後 ５０４，０００円 減額前 （５６０，０００円）
  議長 ３００，０００円
 報酬  副議長 ２３０，０００円
   議員 ２１０，０００円
  

町長・副町長・
 ６月期 １．4月分（１０％減額支給）

    
教育長

 １２月期 １．5月分（１０％減額支給）

期末手当  計 2.9月分（１０％減額支給）
   

議長・副議長・
 ６月期 １．4月分

    
議員

 １２月期 １．5月分
     計 2.9月分

【第8表】特別職の報酬などの状況（平成23年度） 【第9表】給与などの削減措置などの状況
現在の厳しい財政状況を考慮し、臨時、緊急の
措置として次のとおり削減措置などを講じていま
す。

特
別
職

特
別
職・一
般
職

一
般
職

管理職

全職員

議会
議員

町長
副町長
教育長

給料・期末手当
１０％減額

・議員が町の附属機関の委員な
どに就任した場合に受ける報
酬の廃止
・本会議および委員会出席にお
ける費用弁償の廃止

旅費支給基準の見直し
・府内出張の日当廃止
・借上車賃単価の見直し

管理職手当
１０％減額

平成１８～
23年度

平成20年
7月から

平成１９年度
から

平成１9～
23年度

職員区分 措置内容 施行期日

注）時間外勤務手当の抑制のため、「ノー残業デー」の導入や、休
日出勤・代休制度の見直しを図っています。
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D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第50回

内科医師　永原 秀剛先生
（和知診療所）

ながはら ひでたけ

『
が
ん
検
診
の
す
す
め
』

『
が
ん
検
診
の
す
す
め
』

『
が
ん
検
診
の
す
す
め
』

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院・診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
の
永
原
秀
剛
先
生
。早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
つ
な
が
る「
が
ん
検
診
」の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。

本
人
の
死
亡
原
因
の
一
番
は「
が
ん
」で
あ
り
、そ
の
数

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。こ
の
深
刻
な
事
態

に
対
応
す
る
た
め
、国
は
二
〇
〇
七
年
に「
が
ん
対
策
推
進
基
本

計
画
」を
策
定
し
、そ
の
中
で「
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
五
年
以

内
に
五
〇
％
以
上
に
す
る
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、内
閣
府
が
行
っ
た「
が
ん
対
策
に
関
す
る
世
論
調

査
」に
よ
る
と
、約
九
五
％
の
人
が「
が
ん
検
診
は
重
要
だ
と
思

う
」と
回
答
す
る
一
方
で
、半
数
ほ
ど
の
人
が「
こ
れ
ま
で
が
ん

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
」と
答
え
て
お
り
、実
際
の
と
こ
ろ

が
ん
検
診
の
普
及
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

■
が
ん
検
診
で

　
「
早
期
発
見
」「
早
期
治
療
」を

　

が
ん
は
早
く
見
つ
け
れ
ば
治
療
が
容
易
な
の
で
す
が
、発
見

が
遅
れ
る
と
命
に
関
わ
り
ま
す
。

　

特
に
強
調
し
た
い
の
は
、「
定
期
的
に
病
院
に
受
診
し
て
い
る

か
ら
が
ん
検
診
は
受
け
な
く
て
も
大
丈
夫
」と
思
わ
れ
て
い
る

方
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
は
誤
解
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

定
期
外
来
で
行
う
採
血
検
査
や
尿
検
査
、レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど

で
は
、患
者
の
病
気（
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
）の
状
態
を
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、が
ん
の
検
査
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
十
分
知
っ
て
い
た
だ
き
、主
治
医
の
先
生
と
も
よ
く

相
談
し
て
積
極
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

和
知
診
療
所
で
は
、毎
週
木
曜
日
の
午
後
五
時
三
十
分

か
ら
七
時
ま
で
夜
間
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
８
4
―
1
1
1
2

日
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知
小
児
童
が
陶
器
づ
く
り
に
挑
戦

和■
南
丹
美
術
工
芸

　

パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ク
ー
ル

「
南
丹
美
術
工
芸
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ク

ー
ル
事
業
」の
取
り
組
み
が
九
月
二
十

二
日
に
行
わ
れ
、和
知
小
学
校
の
五
年

生
二
十
人
が
京
都
伝
統
工
芸
大
学
校

の
卒
業
生
か
ら
陶
芸
を
学
び
ま
し
た
。

同
事
業
は
、小
学
生
が
専
門
家
か
ら

伝
統
工
芸
や
技
法
な
ど
を
教
わ
る
こ

と
で
、美
術
工
芸
教
育
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。児
童
た
ち

は
、作
り
方
の
手
順
な
ど
を
教
わ
っ
た

後
、事
前
に
準
備
し
て
お
い
た
下
絵
に

基
づ
き
、コ
ッ
プ
や
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
思

い
思
い
の
作
品
を
て
い
ね
い
に
作
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、完
成
し
た
作
品
は
、十
月
二

十
九
日
か
ら
十
一
月
六
日
に
南
丹
市

国
際
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
る「
南
丹

美
術
工
芸
教
育
展
」に
お
い
て
展
示
さ

れ
ま
す
。

ど
も
た
ち
が
楽
し
む
秋
の
恒
例
行
事

子■
体
育
祭
・
運
動
会

九
月
十
五
日
と
十
六
日
に
町
立
中

学
校
の
体
育
祭
、九
月
十
七
日
と
十

八
日
に
町
立
小
学
校
の
運
動
会
が
各

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

蒲
生
野
中
学
校
の
体
育
祭
で
は
、全

員
リ
レ
ー
や
綱
取
り
競
技
、四
人
五

脚
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、生
徒
た
ち

は
チ
ー
ム
優
勝
目
指
し
て
奮
闘
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、九
月
十
八
日
に
は
瑞
穂
小

学
校
が
初
の
運
動
会
を
開
催
。は
じ
め

に
井
尻
常
夫
校
長
が「
六
年
生
を
中

心
に
新
し
い
伝
統
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、瑞
穂
小
学
校
の
新
し
い
校

章
旗
の
も
と
、一
人
ひ
と
り
が
輝
く
運

動
会
に
し
ま
し
ょ
う
」と
開
会
あ
い
さ

つ
を
し
、続
い
て
児
童
代
表
の
中
南
晧

太
さ
ん
が「『
団
結
』『
全
力
』『
努
力
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、記
念
す
べ
き

瑞
穂
小
学
校
第
一
回
目
の
運
動
会
が

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
」と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、児
童
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習

成
果
を
発
揮
し
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
全
力
で
競
技
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

な
お
、十
月
一
日
に
は
町
立
保
育
所

で
運
動
会
が
行
わ
れ
、保
護
者
ら
が
見

守
る
中
、園
児
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
競

技
に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

い    

じ
り  

つ
ね   

お

な
か  

な
ん 

こ
う   

下絵を参考に陶器づくりに励む児童たち
（和知小学校・本庄） 「50mハードル」競走に出場する瑞穂小の児童(瑞穂小学校・橋爪)

全員リレーで息の合ったバトンパスを見せる蒲生野中の生徒
（蒲生野中学校・蒲生）

親子競技の「レッツGOGO！タイフーン」で楽しむわちエンジェ
ルの園児と保護者（わちエンジェル・大倉） 

た
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■
和
音
祭

九
月
二
十
五
日
、野
外
音
楽
イ
ベ
ン

ト「
和
音
祭
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
農
林
業
体
験
公
園
・
ア
グ
リ
パ
ー
ク

わ
ち
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、和
知
太
鼓
保
存
会
が
勇

壮
な
太
鼓
を
響
か
せ
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
っ
た
後
、村
上
左
矢
加
さ
ん
ら
若

手
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ
な
ど
を
実
施
。今
回
は
新
企
画

と
し
て
、地
元
の
食
材
を
使
っ
た「
Ｔ
級

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
船
井
青
年
会
議

所
主
催
）が
開
催
さ
れ
、瑞
穂
そ
ば
や

松
茸
雑
煮
、ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
を
使
っ
た
焼

き
パ
ス
タ
な
ど
が
並
び
、来
場
者
は
秋

の
味
覚
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、思
い

思
い
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
指
定
重
要
文
化
財
の
明
隆

寺
観
音
堂（
下
粟
野
）で
行
わ
れ
た
演

劇
公
演「
和
知
の
収
穫
祭
」（
ト
リ
コ
・

Ａ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
主
催
）と
も
連
携
し
、

多
彩
な
内
容
を
盛
り
込
ん
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

自
然
を
満
喫
す
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト

■
農
商
工
連
携
等
人
材
育
成
の
た
め
の

　

実
地
研
修
会

九
月
二
十
三
日
、農
商
工
連
携
等
人

材
育
成
の
た
め
の
実
地
研
修
会（
京
都

府
立
大
学
大
学
院
生
命
環
境
科
学
研

究
科
主
催
）が
町
内
で
行
わ
れ
、受
講

生
約
三
十
人
が
農
作
業
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

同
研
修
会
は
、農
商
工
連
携
に
積
極

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
材
の
発
掘

や
育
成
を
目
的
に
、連
続
講
座
と
し
て

講
義
と
実
地
研
修
を
行
う
も
の
。今
回

は
実
地
研
修
の
一
環
と
し
て
、安
井
区

と
塩
田
谷
区
の
有
志
で
組
織
す
る
農
事

組
合
法
人「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」の
農

場
で
紫
ず
き
ん
の
収
穫
作
業
を
体
験
し

た
の
を
は
じ
め
、ネ
ギ
の
水
耕
栽
培
に

取
り
組
む「
オ
ア
シ
ス
ラ
ン
ド
」や「
食

彩
の
工
房
」を
見
学
す
る
な
ど
、受
講

生
ら
は
熱
心
に
本
町
の
農
業
技
術
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

実
地
研
修
で
京
丹
波
町
の
農
業
技
術
を
学
ぶ

■
獣
害
対
策
講
習
会
と

　

彼
岸
花
を
見
よ
う

九
月
二
十
五
日
、広
野
・
大
簾
活
性

化
委
員
会
が「
獣
害
対
策
講
習
会
と
彼

岸
花
を
見
よ
う
」を
開
催
し
、地
域
住

民
ら
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、七
月
十
六
日
に

植
え
付
け
た
彼
岸
花
を
見
な
が
ら
地

域
住
民
が
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

深
刻
化
す
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
実
施
。参
加
者
た
ち
は
、

広
野
公
民
館
で
京
都
府
南
丹
広
域
振

興
局
の
片
岡
未
裕
希
さ
ん
か
ら
獣
害

被
害
の
実
情
と
効
果
的
な
対
策
な
ど
に

つ
い
て
の
講
習
を
受
け
た
後
、威
嚇
用

の
電
動
銃
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
な
ど
の
扱

い
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

講
習
が
終
わ
る
と
、参
加
者
た
ち
は

彼
岸
花
が
咲
き
乱
れ
る
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

に
移
動
し
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
地
元
産
米
を
使
っ
た
鹿
カ

レ
ー
を
調
理
し
て
お
い
し
そ
う
に
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

深
刻
化
す
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ

多くの人でにぎわう会場（アグリパークわち・長瀬） 電動銃の扱い方を教わる参加者（広野地内）

わたしたちの町

10月1日現在／（　）は前月比

人　 口
１６，４82（－9）

男
７，７72（－11）

女
８，７10（＋2）
世帯数

６，４61（＋6）

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援
金」と、友好町・福島県双葉
町への「復興支援募金」の
受付状況をお知らせします。

  受付金額
義援金 8,450,385円

復興支援募金 4,255,701円

＊平成23年9月30日現在

■
交
流
・
支
援
団
が
避
難
所
を
訪
問

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
友
好
町
・

双
葉
町
の
人
た
ち
を
元
気
付
け
よ
う

と
、町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
奥
田
健
次

本
部
長
や
大
西
治
社
会
教
育
委
員
ら

六
人
が「
交
流
・
支
援
団
」を
結
成
し
、

避
難
所
の
旧
騎
西
高
校（
埼
玉
県
加
須

市
）と
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代（
福
島
県
猪

苗
代
町
）を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、同
少
年
団
お
よ
び

町
内
の
小
学
校
、幼
稚
園
の
子
ど
も
た

ち
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

（
約
百
㌔
）や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、社
会

教
育
委
員
が
取
り
組
ん
で
い
る「
双
葉

の
鶴
」（
千
羽
鶴
四
千
五
百
羽
）を
届
け

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。同
支
援
団
は

九
月
六
日
に
旧
騎
西
高
校
を
訪
問
し
、

井
戸
川
克
隆
町
長
に
支
援
物
資
な
ど

を
手
渡
し
た
後
、石
け
ん
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ

や
ポ
ン
吉
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、双
葉
町
の
み
な
さ
ん
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、七
日
に
は
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代

に
移
動
し
て
同
様
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
展
開
し
、翌
八
日
に
本
町
に

帰
着
。役
場
前
で
行
わ
れ
た
帰
着
式
で

奥
田
本
部
長
は「
食
事
や
寝
る
と
こ
ろ

の
問
題
な
ど
、現
地
に
行
く
こ
と
で
わ

か
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
町
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
、

そ
し
て
多
く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
今
後
の
決
意
を
交
え
て
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

好
町
・
双
葉
町
を
元
気
付
け
る
た
め
に

友

切り取った絵柄を石けんに貼り付けていく
「石けんデコパージュ」を楽しむ双葉町の人たち

折り鶴とメッセージカードを詰めたカプセルが出てくる
ポン吉で楽しむ子どもたち（旧騎西高校・加須市）寺尾町長から祝状を受けとる三嶋さん

歳
の
長
寿
を
祝
う

■
敬
老
祝
賀
訪
問

百
歳
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る「
敬
老

祝
賀
訪
問
」が
九
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、

寺
尾
豊
爾
町
長
ら
が
本
年
度
に
百
歳

を
迎
え
る
町
民
三
人
の
自
宅
な
ど
を

訪
問
し
ま
し
た
。

同
訪
問
で
は
、は
じ
め
に
寺
尾
町
長

が
町
か
ら
の
祝
状
と
祝
品
を
手
渡
し
た

後
、京
都
府
南
丹
保
健
所
の
繁
田
正
子

所
長
が
知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
銀
杯

を
贈
呈
。祝
状
な
ど
を
受
け
と
っ
た

三
嶋
ふ
さ
ゑ
さ
ん（
上
粟
野
）は
、「
い
ろ

い
ろ
な
方
に
百
歳
を
祝
っ
て
も
ら
え
て

う
れ
し
い
で
す
。病
気
を
し
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
て
、こ
れ
か
ら
も
元
気
に

毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
話
し
ま
し
た
。

百

む
ら 

か
み     

さ    

や     
か

か
た  

お
か    

み     

ゆ     

き

い　

か
く

お
お  

に
し
お
さ
む

ふ
た   

ば    

ま
ち

て
ら

お

と
よ

し
げ   

た   

ま
さ    

こ

み　

し
ま

え

じ

お
く    

だ   

け
ん   

じい

な
わ 

し
ろ 

ま
ち

い　

  

ど    

が
わ  

か
つ  

た
か

か　

 

ぞ

し

紫ずきんの特徴などの説明を受ける受講生（安井地内）



うまいもの市
菊花展

できるだけ多くの方に参加してい
ただけるよう、事前PRの一環として
4回シリーズで掲載してきた「国民
文化祭」と「食の祭典」。開催日当日
まで1か月を切る中、町内各所では
祭りの機運を盛り上げるためのの
ぼり旗が立ち並び、各実行委員会を
主体にさまざまな取り組みが展開さ
れています。
広報紙で祭りの魅力をどこまでお
伝えすることができたか不安は残り
ますが、町民のみなさんの記憶に深
く刻み込まれ、そして京丹波町の歴
史を飾る出来事として語り継がれる
催しとなるよう祈念するとともに、編
集子として取材に精一杯励みます
ので写真撮影やインタビューなどへ
のご協力をよろしくお願いします。
（Ｋ）

編
集
後
記

秋の丹波路を駆け抜ける
「2011京都丹波ロードレース」

を開催します

京丹波町の秋の一大イベントとして毎年開催している「京都丹波ロードレース」。
今回から新たに京丹波町体育協会が主催に参画し、より充実した内容で取り組みを進めています。

大会当日には約3,400人のランナーが集い、彩り豊かに紅葉した秋色の景色を眺めながら丹波路を駆け抜けますので、
コース沿からの声援などにご協力いただきますようお願いします。　

また、発着点である丹波自然運動公園では、来園されるみなさんに楽しんでいただけるよう
「うまいもの市」や「菊花展」などを開催します。

ご家族や友人などお誘い合わせご来園いただき、深まりゆく秋の気配を感じながら楽しいひとときをお過ごしください。

11月3日（祝・木） ※雨天決行 　
選手受付：午前8時30分～10時
スタート：《3km》午前10時20分    《5km》午前10時40分
 《10km》午前10時50分  《ハーフ》午前11時

京都府立丹波自然運動公園
京丹波町、船井郡陸上競技協会、京丹波町体育協会、　
京都府立丹波自然運動公園

発 着 点

開 催 時 間
開 催 場 所

主 催

日 時

広報
KYOTAMBA

2011年10月13日発行

人のぬくもりと
ふれあいが奏でる躍動のまち
丹波高原文化の郷●京丹波

さと NO.72
10月号
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仲
間
た
ち
と
の

　
楽
し
い
思
い
出

　
　「
体
育
祭
」

決算特集

午前10時～午後2時
丹波自然運動公園中央広場

　「うまいもの市」では、地元で採れた農産物や特産
品をはじめ、秋の味覚が満喫できる旬の食材をふ
んだんに使った料理などを販売。
　「菊花展」は10月22日土～11月6日日までの期
間で開催し、菊で作った五重塔や菊愛好家が丹精
込めて育てたさまざまな種類の菊を展示します。
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